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3-2　海からの贈り物（海草・海藻・魚）

「海からの贈り物　海草・海藻」
　「海からの贈り物」シリーズでは、小・中・高等学校の授業やイベントで利用できるよう、
凍結した海草・海藻類を届けています。海藻は海水で洗ったのち、種ごとにビニール袋に
小分けし、種名を書いた紙とともに冷凍宅急便で送っています。
　海藻類の体の作りや色素の抽出・種同定の授業、また押し葉標本づくりに利用されてい
ます。
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3-3　海に親しむ導入プログラム

❶海洋教育ビデオ教材

　海洋教育を、海から時間的・距離的に遠い内陸部でも強力に推進するために、平成29年
度に海洋教育の導入部分にあたるビデオ教材を作製しました。どんな地域にも川はあり、
すべての川は海につながっています。そこで、「身近な川から海を感じさせる美しい映像
や興味深いコンテンツを盛り込んだビデオ教材が、児童・生徒の海洋への興味関心を向上
させる」と考え、「川と海はつながっている」を教材のテーマとしました。海の生物・環
境（理科）、流れる水の働き（理科）、水産業のしごと（社会科）、水産物の加工（家庭科）、
世界と日本の交通（地理）などの授業にも利用できる内容としました。

3-3  
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❷教室ミュージアム開発に向けたプロトタイプ展示の教育効果検証

■概要
　学校内の空き教室を活用し、海洋教育に関するコンテンツをパッケージ化して展示する
新規教材の開発に向け、モデル校である北区王子桜中学校の協力を得て、平成28年度に制
作したプロトタイプ展示（ウニの体のつくりと働きに関するコンテンツ）の評価を実施し
ました。平成28年度調査の解析結果を受け、平成29年度５月18日に、同校に於いて第２回
目の追加調査を実施しました。

　プロトタイプ展示に関する一連の調査結果は、平成29年９月18日に島根大学で開催され
た日本教育工学会第33回全国大会において、「インタラクティブな映像提示が児童にもた
らす効果の検証─展示を用いた海洋教育コンテンツ開発の取り組み─」として、口頭発表
を行いました。
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❸教室ミュージアム　海のめぐみをいただきます！展

■概要
　文部科学省は、近年の少子化に伴う児童・生徒数の減少等により、学校施設においてク
ラスルーム等以外に活用できるゆとりが生じていることを示し、「学校教育に支障がない
範囲内で、地域の実情や需要に応じて積極的に活用」することを推奨しています。「教室
ミュージアム」プロジェクトでは、こうした空きスペースに着目し、内陸部における海洋
教育の新たな視点・手法として、空きスペースを活用する移動展示を開発しました。本コ
ンテンツ実施の目的は、見慣れた教室が非日常の空間になる「驚き」とともに「コンテン
ツへの興味・関心」を高めること、利用者が自由に何度でも使える「自発的な学びの場」
を提供することにあります。こうしたアプローチにより、直接のフィールド体験とは別の
側面から、児童・生徒へ「海の体験」を印象付けることが期待されます。
　このような考えのもと展示開発を進め、平成29年11月に「教室ミュージアム　海のめぐ
みをいただきます！展」が完成しました。展示完成後、年度内に延べ６校での展示実践（平
成29年10月末の試験公開を含む）と、海洋教育サミットでの展示紹介を行いました。
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